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【はじめに】
　今回，私は小児科の市田先生のご紹介によりアメリカ合衆国，Cincinnati Children’s Hospital Medical 
Center（CCHMC）で 4 週間実習させていただきました。私がこのプログラムに応募した理由は，将来的に
海外留学をしたいと考えており，また循環器の分野に興味があったからです。加えて，前年度のアドバンス
実習で海外研修に参加された先輩のお話を伺い，ぜひ挑戦してみたいと思い応募しました。
【渡航前までの準備】
　CCHMCでの実習が決まってから，循環器の秘書さんであるTeresaや海外実習生の受け入れを担当する
Julieとのメールのやり取りがすぐに始まりました。また年明けぐらいには航空券やホテルの予約など，必要
なことを準備していきました。
【病院実習】
　CCHMCは，５００床以上の病床を持つ全米でも屈指の小児病院です。世界中から留学生をうけいれており，
私たち以外にはドミニカ，メキシコ，ブラジル，中国，ドイツ，フランスなどからの医師，実習生をうけい
れていました。私達の実習としては，循環器の外来を中心として，手術，エコーラボ，カテーテル，入院病
棟，ICUなどを見学させていただきました。外来では神経，先天性心疾患，心筋症，不整脈などに分かれて
おり，日本では珍しい疾患を経験することができました。また，入院病棟では医師以外にも看護師，薬剤師，
学生がチームとして行うラウンドに毎日参加しました。この際，患者の家族を交えて症例の報告が行われ，
一人一人に丁寧に時間をかけて接していることがとても印象的でした。エコーラボではエコーに特化した実
習を行い，日本とは違ったアメリカの分業制度にとても驚きました。
【生活】
　病院に近くの宿舎を手配してもらい，また周りにレストランや薬局があり生活面で困ることはあまりあり
ませんでした。交通機関も発達しており，移動に関しても不自由はありませんでした。宿舎での生活は，さ
まざまな国の人と共同生活でしたが，パーティーなどを通じてどんどん仲良くなれてすごく楽しかったで
す。また，休日の旅行はNBAやMLBの試合を見に行ったり，他の都市に旅行もでかけたりとても充実して
いました。
　英語に関しては，特にリスニングが難しく感じました。はじめは現地の人の話すスピードについていけず，
様々な場面で苦労しました。その後は徐々に慣れてなんとなくわかる様になっていきましたが，リスニング
についての準備不足を痛感しました。
【最後に】
　 4 週間というわずかな期間でしたが，アメリカと日本の医療の違いを知ることができました。またそれだ
けでなく，言語や文化が違っても自分から踏み出せる勇気が大事だとすごく痛感しました。今回の貴重な経
験を通じて，自分のあり方や考えを見つめ直すことができたと思います。
　最後に，海外実習にご尽力いただいた市田先生，山城先生をはじめとする先生方，保健管理センターや学
務課の方々に深く感謝を述べさせていただきます。本当にありがとうございました。
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